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資料には、1995年米国民事証券訴訟改革法に規定する「将来の見通しに関する記

述」が含まれている可能性があります。これらの記述には、当社の製品候補の期待さ

れる進捗、ライセンシングの可能性、提携プランなどに関する記述が含まれます。これ

らの記述は、当社の経営陣がその時点の状況下において合理的であると判断して立

てた前提に基づくものです。このような記述は、臨床試験の結果、見込み提携先の市

場利益、当社が米国証券取引委員会に提出した届出書に記載されているものも含め

たその他のリスク、不確定要素など、その多くは当社のコントロールが及ばないいくつ

もの前提、リスク、不確定要素の影響を受けるものです。実際の当社の業績は、「将来

の見通しに関する記述」に示唆されるものと大きく異なることがあります。 

将来の見通しに関する記述 
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会社概要およびビジネスモデル 
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会社理念 

十分な治療がまだ確立していない疾病を患う 

世界中の患者さんに、 
よりよい治療を提供することにより社会に貢献すること。 

基本経営方針 

理念を具現すべく、こうした疾病の問題を 
改善する医薬品の導入、開発、販売を手がける 

グローバルな製薬企業を目指すこと。 

会社理念と経営方針 
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経営陣 
経験 

年数 
略歴 

執行役 

岩城 裕一 
代表取締役社長兼CEO 
（最高経営責任者） 

39年 
ピッツバーグ大学教授、 

南カリフォルニア大学教授歴任、ジャフコ、日本政
策投資銀行顧問役 

岡島 正恒 
副社長、東京事務所代表 

23年 
大和証券 SMBC、 

住友キャピタル証券、 住友銀行 

松田 和子 
チーフ・メディカル・オフィサー
(CMO) 

23年 
南カリフォルニア大学Keck メディカルスクール助
教授、ロサンジェルス小児病院 

ロマリンダ大学小児病院 

ジェフリー・オブライアン 
副社長、管理部門担当 

22年 
UBS, DLJ/クレディ・スイス・ファースト・ボストン、
野村、パンク・ズィーガルの株式アナリスト 

エスター・ヴァン・デン・ブーム 
チーフ・フｧイナンシャル・オフィ
サー(CFO) 

10年 
アーンスト＆ヤング（米国公認会計士）、Universal 

Life Resouces 

(独立)取締役 

ジェフ・ヒマワン 
取締役会長 

エセックス・ウッドランズ・ヘルス・ベンチャーズマネージング・
ディレクター、シードワンベンチャーズ共同創業 

中田貢介 
取締役 

キッセイ薬品工業㈱ 

繁田寛昭 
取締役 

ザ・メディシンズ・カンパニー取締役、中外製薬取締役、 

日本ロシュCEO 

小林温 
取締役 

セガサミーホールディングス株式会社顧問、参議院議員（経
済産業大臣政務官、参議院自由民主党政策審議会副会長） 

石坂芳男 
取締役 

トヨタ自動車顧問、トヨタ自動車海外部門統括担当副社長、
米国トヨタ自動車販売社長 

本社所在地： アメリカ合衆国 

カリフォルニア州 

ラ・ホイヤ 

東京事務所 

所在地： 

東京都港区 

西新橋 1-11-5  

新橋中央ビル5階 

設立年月日： 2000年9月26日 

資本の部： 22,984,657米ドル（約25.1億円） 

（2014/9月末時点） 

上場市場： – 2005年2月8日、 

東証JASDAQ市場上場 

（銘柄コード：4875） 

– 2006年12月7日、 

米国NASDAQ市場上場 

（銘柄コード：MNOV） 

主な事業内容： 医薬品の開発 

会社概要 
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赤： メディシノバからの支払 
緑： メディシノバの収入 

研究 販売/ 
マーケティング 

承認申請 フェーズ3 
患者：大規模試験 

1,000～5,000人 

フェーズ2 
患者：有効性、用法、 

用量確認 100～500人 

フェーズ1 
健常人：安全性 

20～100人 

前臨床後期 
動物臨床試験 

日本の中堅製薬会社 

メディシノバによる臨床開発 

主に欧米での開発販売 
権利を導入（インライセンス） 

自社開発プログラム 
（ﾒﾃﾞｨｼﾉﾊﾞによる臨床開発） 

新薬販売に 
よる売上利益 

提携プログラム 
（提携先による臨床開発） 

開発販売権利を導出 
（アウトライセンス） 

契約一時金 
収入 

マイルストーン 
収入 

ロイヤリティ 
収入 

メディシノバ 

ロイヤリティ支払 

マイルストーン支払 

契約一時 
金支払 

売上利益 ⅓ 

⅔ 

大 

小 

75% 60% 30% 20% 成功確率（イメージ）  

ビジネスモデル 
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最新のポートフォリオ 

開発コード／化合物名        

（オリジネーター） 
適応症 フェーズ1 フェーズ2 フェーズ3 

 

 

MN-166 ／イブジラスト 
（キョーリン製薬株式会社） 

多発性硬化症 
進行型多発性硬化症（進行型MS) 

依存症 
メタンフェタミン（覚醒剤） 

オピオイド（麻薬） 

アルコール 

筋萎縮性側索硬化症(ALS) 

疼痛 
慢性薬剤誘発性頭痛 

MN-221 ／ベドラドリン 
（キッセイ薬品工業株式会社） 

気管支喘息急性発作 

MN-001 ／ティペルカスト 
（キョーリン製薬株式会社） 

線維症 非アルコール性脂肪性肝（NASH） 

特発性肺線維症（IPF） 

MN-029 ／デニブリン 
（Angiogene Pharmaceutical Ltd.） 

悪性腫瘍 
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※導入元製薬企業 

• 高品質な医薬品候補化合物を選定し、 

主に欧米で開発販売する権利を取得 

• 米国または欧州における開発スキルを 

持たない日本の中堅製薬企業と交渉 

• 有利な契約条件: 

– 小額の目標達成報奨金  

例：1億円以内の前金支払額 

– 適正なロイヤリティ 

例：米国の売上の最大14% > 600億円 

– 重畳ロイヤリティなし 

例：導出の際、オリジナルの製薬企業と
65/35% で分割 

– 証明された開発実績 

6年間で8化合物のライセンスを取得 

日本の製薬企業 
2014年3月期 
売上高（百万円） 

海外売上比率 

武田薬品 1,691,685 56.6% 

アステラス 1,139,909 54.2% 

第一三共 1,118,241 52.2% 

大塚ホールディングス(医療関連事業) 1,035,080 64.0% 

エーザイ 600,363 40.6% 

中外製薬（2013年12月期) 423,675 17.2% 

田辺三菱  412,675 14.4% 

大日本住友製薬  387,693 44.6% 

協和キリン (2013年12月期） 340,611 25.4% 

大正製薬 295,957 10%未満 

塩野義製薬 289,717 11.7% 

久光製薬 (2014年2月期） 150,635 20.7% 

参天製薬  148,663 17.9% 

小野薬品工業 143,247 1.4% 

Meiji Seikaファルマ 135,105 不明 

キョーリン製薬 (MN-001, 166)  111,400 10%未満 

持田製薬  93,947 10%未満 

科研製薬  88,946 10%未満 

キッセイ薬品 (MN-221) 70,399 11.0% データ:日本製薬工業会、決算短信 

日本の製薬企業との提携 
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2012年の市場地域別規模（医薬品売上げ） 
10億ドル 

出典：IMSヘルス 

3.2%成長/年 

1.1%成長/年 

2.2%成長/年 
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日本 欧州 北米 

$348.7 

(36.2%) 

$221.8 

(23.1%) 

$112.1 
(11.7%) 

世界の医薬品市場の内訳 

全世界合計：9,621億ドル 
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世界のブロックバスター（2012年ﾃﾞｰﾀ）         

出典：JC-NET 出典：ﾒﾃﾞｨｻｰﾁ 

世界対国内 
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2014年のBigニュース 
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メディシノバの2014のBigニュース            
（2014年1月14日付プレスリリース）  

1月10日ジェンザイム（サノフィ）からマイルストーンを受領 

 受領金額：6百万ドル（約6.3億円） 

  営業収益として計上予定 

 米国で行われているヒトパーキンソン病を対象と 

     した遺伝子治療治験において進捗が認められた 

     ためマイルストーンが発生  

 当社が2009年12月に買収したアヴィジェンが 

  ジェンザイムに導出していた遺伝子治療の技術 

 Vector（ベクター）としてAAV（Adeno-Associated Virus, アデノ随伴ウイルス）を利用して、必要な
遺伝子をAAVに組み入れて治療するという遺伝子治療の基盤技術 
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創薬業界の2014年のBigニュース            
（2014年1月10日日経ＱＵＩＣＫニュース）  

   ついて、米国での中期臨床試験が早期に終了した
と発表した。目標値に早期に到達したためという。こ
の発表を受けて、９日の米ナスダック市場でイン
ターセプトの株価は前日比203ポイント高と４倍近く
急伸。日本や中国で、同治療薬の独占的な開発・
製造・販売権のライセンス契約を締結している大日
本住友にも買いが広がっている。大日本住友は、
同治療薬の日本での展開に向けて臨床試験を実
施しており、2018年度以降の発売を目指している。
米国で効果が認められたことは「日本で臨床試験を
進める際にも有利となる可能性もある」（同社広報）。
ＮＡＳＨの治療薬は世界初といい、市場では同社の
業績押し上げへの期待が高まっている。〔日経ＱＵＩ
ＣＫニュース（ＮＱＮ）〕 

 

＜東証＞大日本住友が大幅反発 提携先の米社株急伸受け  

（10時40分、コード4506）大幅反発。買い気配で始まり、一時前日比296円（18.1％）高となる1930円まで上昇した。米国時間の９
日に、提携先の米インターセプトファーマシューティカルズが非アルコール性脂肪肝炎（ＮＡＳＨ）などの肝臓疾患治療薬に 
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創薬業界の2014年のBigニュース            
（2014年8月25日日本経済新聞 夕刊）  

 米バイオ医薬品のインターミューンを８３億ドル（約８６００億円）
で買収すると発表した。 

 インターミューンは米カリフォルニア州に本社を置き、患者数の
少ない希少疾患に強みを持つ。肺の細胞壁が硬く厚くなり、呼吸
困難に陥る難病「特発性肺線維症」の治療薬を開発してきた。１
１年から欧州、１３年にカナダでも発売し米国で審査中だ。 
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当社の業績推移、財務状況、株
価状況及び参考情報について 



© MediciNova, Inc. 2014 16 

業績推移 

営業損失 

営業収益 

490 804 264 0 0 

-48,612 

-30,087 

-41,677 

-53,494 

-22,601 

-60,000 

-50,000 

-40,000 

-30,000 

-20,000 

-10,000 

0 

10,000 
2004/12 2005/12 2006/12 2007/12 2008/12 （千米ドル） 2009/12 

0 

-21,239 

2010/12 

0 

-17,883 

2011/12 

-16,108 

803 

2012/12 

0 

-10,945 

2007年6月 ２つの開発品(MN-166、MN-221)に経営資源を集中させることを決定。開
発費の大幅削減を実施し、現在に至る 

2013/12 

6,003 

-4,021 
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2014年9月 （第3四半期末） 2013年9月 （前第3四半期末） （百万円） 2014年9月 2013年9月 増減 単位 

現金及び現金同
等物 

11,937 10,661 +1,276 千米ドル 

1,305 1,166 +139 百万円 

資本合計 
22,985 21,447 +1,538 千米ドル 

2,513  2,345  +168 百万円 

１株当たり 
純資産 

0.95 0.96 △0.01 米ドル 

104 105 △1 円 

１株当たり 
現金及び現金同

等物 

0.49 0.48 +0.01 米ドル 

54 52 +2 円 

株価 

2014年9月30日終値 2013年9月30日終値 

ナスダック 2.99 2.57 +0.42 米ドル 

ジャスダック 323 261 +62 円 

時価
総額 

ナスダック 72,290  57,511  +14,779 千米ドル 

ジャスダック 7,809 5,841 +1,968 百万円 

発行済株式数 24,177,317 22,377,943 +1,799,374 株 

三菱東京UFJ銀行の為替レート（TTM）を使用 

2014年10月31日、1ドル=109.34円 

財務状況および時価総額 

 資本 

 22,985 

      

負債 

 4,803 

 

（貸借対照表イメージ図） 

  固定資産 

    15,156 

  固定資産 

    15,158 

（内）現預金 

   10,661 

  資本 

 21,447 

       

 負債 

 4,750 

 （内）現預金 

    11,937 
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Jasdaq Nasdaq 

2014年1月~10月末 

ジャスダック：  141,399株 

ナスダック：141,445株 

JASDAQとNASDAQ市場の株価比較 

2010年通期 

ジャスダック：20,464株 

ナスダック： 2,221株 

2009年通期 

ジャスダック：44,897株 

ナスダック： 8,223株 

1日あたりの平均出来高 

2011年通期 

ジャスダック：42,542株 

ナスダック：39,595株 

2012年通期 

ジャスダック：62,694株 

ナスダック：31,226株 

2013年通期 

ジャスダック：165,540株 

ナスダック：64,467株 
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米国創薬ベンチャー企業との成長事例 
Amgen社の株価推移と主なマイルストーン 

1983: 2,350,000株、1株=$18でIPO 

1987: Epoetin alfaに 

関係するパテントを取得 

1989/6/1: 「Epogen」 FDA承認 

1991/2/20: 「NEUPOGEN」 FDA承認 

1992: 売上$1B 以上  

1996: 売上$2B 以上  

1998/11/2: 「Enbrel」 FDA承認 

1999: 売上$3B 以上  

2001/9/17: 「Aranesp」 FDA承認 

2002/1/31: 「Neulasta」 FDA承認 

2004/3/8: 「Sensipar」 FDA承認 

2004/12/15: 「Kepivance」 FDA承認 

2005/12/14: Abgenix社買収 

2006/9/27: 「Vectibix」 FDA承認 

2004: 売上$10B 以上  

株
価

 

（ドル） 

2011/9/19: 「Prolia」 FDA承認 

2008/12/5: 「Vectibix」 EU承認 

2009/8/22: 「NPlate」 FDA承認 

2013/11/22: 「NEXAVAR」 FDA承認 

2013/6/13: 「 XGEVA 」 FDA承認 

2014/5/23: 「 Vectibix 」 FDA承認 
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開発品について 

MN-166 (イブジラスト) 

MN-001 (ヒデルカスト) 

MN-221 (ベドラドリン) 

MN-029 (デニブリン) 
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MN-166（イブジラスト）とは？  

日本で開発され、24年以上の歴史のある安全な薬 
• 日本で蓄積された安全性データ 

開発当初には知られなかった新しい薬理作用 
• PDE10,11阻害、MIF阻害作用、これらによるグリア細胞活性抑制 

 
新たに解明されてきた多発性硬化症(MS)進行の病態生理 ( MIFの関与)、慢性疼
痛の原因(活性グリア細胞の関与）薬物依存症の原因（グリア細胞の関与） 
 

適応症が広がる可能性 
• 薬物依存症、進行型MS、慢性神経疼痛の他, 過剰薬物投与による頭痛、外傷性
脳障害による精神症状など中枢神経系で多岐にわたる 

• 単独投与法だけでなく、競合薬との併用も 
 

• 日本では古い薬であるが、海外では新規化合物 
• ほとんどの用法特許、アナログ物質特許はメディシノバが保持 
• アメリカだけでなく、EU、オーストラリアに広がる治験、共同研究 
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多発性硬化症（MS）ってどんな病気？ 

手足の痺れ、目が見えなくなる、失禁、歩行
困難などを起こす神経の病気 

＜原因＞ 

神経線維(軸策）を取り巻く              

ミエリンが炎症でこわれ、               
神経伝導がうまく伝わらない  

＜進行型とは＞ 

症状が軽快することなく、時間経過につれて、 

どんどん悪くなっていくタイプの多発性硬化症 
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薬物依存症ってどんな病気？ 

違法な薬物に限らず、身体的、精神的に    

薬に依存し、不必要な薬を止められない 

＜原因＞ 
違法薬物を長く使用し続ける 

強い（麻薬系）鎮痛剤を繰り返し使用する 

＜精神依存、身体依存とは＞ 

精神依存：薬への強い欲求により、薬の使用
をコントロール出来ない状態 

身体依存：薬を止めたり、減らす事で身体に
異常（禁断症状）を生じる状態 
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神経因性疼痛ってどんな病気？ 

慢性的な末梢神経や中枢神経の痛み(鈍痛、
鋭い痛み） 

＜原因＞ 

糖尿病、ガン、事故、怪我による神経障害など 

＜神経因性とは＞ 

神経細胞や神経保護細胞の損傷が原因の痛み 

これに対して、精神的なストレスからくる痛みは心因性疼痛とよびます 
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ALS （Amyotrophic Lateral Sclerosis) :  

またの名をルー・ゲーリック病（著名な大リーグ野球選手が罹患したことで） 

脳及び脊椎の神経細胞にダメージを及ぼす進行性の神経変性疾患。このダメージにより特
定の筋肉への指令が届かなくなり、筋肉が萎縮し弱まっていく。その結果、随意運動が不自由
となり、病状末期には全身の運動麻痺に至り人工呼吸器などの補助が必要となる。 

診断されてからの生存期間は通常2-5年 

米国ALS協会によると、現在米国には約3万人のALS患者がおり、さらに毎年約5.6千人が新
たに診断されている。現在承認されている治療薬はリルゾールのみで、その効果は限定的。 

 

ALS（筋萎縮性側索硬化症）とは？ 
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2013 2014 2015 

進行型多発性硬化症 

NeuroNEXT(NIH),  MS society  

メタンフェタミン(覚せい剤)依存 

UCLA & NIDA 

 

 

オピオイド(麻薬)依存 

Columbia 大学 & NIDA 

アルコール依存 

UCLA & NIAAA 

筋萎縮性側索硬化症（ALS) 

慢性薬剤誘発性頭痛 

 Adelaide 大学&豪政府機関 

 

  

  Phase 2 ongoing    Phase 1b 

Phase 2 ongoing  

MN-166 進行中の臨床治験について 

ファストトラック指定 

Phase 2a ongoing  

Phase 2b ongoing 

Phase 2a  結果解析待ち 

Phase 2a ongoing  

N
IH

か
ら
の
助
成
金
で
開
発 
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用法特許 

神経因性疼痛 

組成物特許 

AV1013 
第２世代 

アナログ 

外傷性脳損傷 

治療/PTSD 

出願中 

AV1013 

鏡像体  

Key: 

米国特許期限 ≥2025 

EU 出願中 

米国特許期限 ≥2027 

EU 出願中 

多発性硬化症 

イブジラスト 

 +免疫促進剤 

急性及び亜慢性 

疼痛 

進行型 

多発性硬化症 

米国特許期限 ≥2029 

EU 特許期限 2029 

交付または
認可済 

米国 出願中 

EU 特許期限 2028 

米国特許期限 ≥2030 

EU 出願中 

薬剤誘発性 

頭痛 

* 米国の特許期限にはハッチ・ワクスマン法による 特許期間の延長は含んでいない(業界平均 = 4.5年).   

依存症 

米国特許期限 ≥2030 

EU 特許許可通知 

MN-166の特許マップ 
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MN-001（ヒデルカスト）とは？  

MN-001とは 
• 経口投与の新規化合物で炎症を抑える効果を期待 

気管支喘息や間質性膀胱炎への適応 
• マスト細胞脱顆粒が引き起こす炎症性疾患治療において重要な抗炎症作用（ロイコトリエン受容体拮抗作用、フォ

スフォジエステラーゼⅢ及びⅣ、5-リポキシゲナーゼ、フォスフォリパーゼC、トロンボキサンA2の阻害など）が認め
られている。 

• 喘息治療薬としては、軽度から中等度の喘息患者147人に対して行ったフェーズ2臨床治験を2005年第4四半期に
完了し、良好な結果を得ている。 

• 現在まで600名以上の方に投与され、良好な認容性が確立されている。 
NASHへの適応 

• 近年、5-リポシゲナーゼ(5-LO)経路を介したロイコトリエン生合成阻害による肝炎症の軽減および、肝線維化の予
防の可能性が知られており、MN-001がNASH治療に貢献できる可能性があると考えている。 
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NASH（非アルコール性脂肪性肝炎）とは？① 

NASHは近年、メタボリックシンドローム、肥満、糖尿病などの合併疾患として認識されるようになっ

た肝蔵疾患で、過度のアルコール摂取が原因でないにも拘わらずアルコール性肝障害に類似した
進展を示すことが特徴です。発生に至る機序はまだはっきりとはわかっていませんが、肝硬変、肝
不全、肝細胞癌などへと進行します。 

アメリカにおいての成人有病率は約12％といわれてお

り、ヨーロッパ、日本においても同程度の有病率といわ
れています。なかでも進行度の高いステージ3、あるい
はステージ4の病期の罹患者は600万人以上といわれ

ています。現時点では、薬物による治療法はなく、最終
的には肝臓移植に頼らざるを得ません。  
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NASH（非アルコール性脂肪性肝炎）とは？② 

Deutsche Bank（Markets Research） US    
2014年7月14日付 レポートのポイント 
NASH-10年間で、最も重大な地球規模の流
行性疾患？  

  NASHの原因となる要因（糖尿病、中心性
肥満）は、地球規模で蔓延、増加していくも
のと考える。現在、米国及びEUの主要5カ
国において、合わせて650万人の重症患者
がいると推定。 

2010年におけるNASH治療関連の未認可
薬の売上高は約6億米ドルであったが、これ
が劇的に増加するものと予測。 

ピーク時のNASH治療薬の市場規模を、
2025年までに350-400億米ドルと試算。 

Intercept、Genfit及びGileadの開発中の
NASH治療薬それぞれに、ピーク時、年間
100億～120億ドルの売上を見込む。 
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ＩＰＦ (Idiopathic Pulmonary Fibrosis) :  

 原因不明の肺実質の線維化疾患 

進行性で致死的疾患、多くが診断から5年以内に死亡 

アメリカでの罹患者は13万人程度、稀な疾患 （オーファンドラッグ） 

 

 

ＩＰＦ（特発性肺線維症）とは？ 

2014年10月FDAはMN-001を
オーファンドラッグに指定 
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• β 2受容体に働きかけ筋肉をリラックスさせる効果 

• 注射薬なので確実に投与 

• 効き目が4－6時間持続する 

 

気管支の筋肉をリラックスさせるので、気道が広がり
呼吸がしやすくなります 

 

喘息急性発作やタバコ病(COPD)急性増悪の治療薬
として開発中 

MN-221(ベドラドリン）とは？ 
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喘息、タバコ病(COPD)ってどんな病気？ 

炎症やアレルギー反応によって気道が狭
くなり、呼吸が苦しくなる病気です。 

＜原因の例＞ 

家ダニ、ハウスダストや花粉に対するアレル
ギー 

長い期間の喫煙による、気道粘膜の炎症 

＜急性発作とは＞ 

アレルゲンにさらされたり、感染が引き金となって、普段よりも 強い呼吸困
難の症状が起きること 
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MN-221と他のβ 2刺激剤との比較 

Test Drug 投与法 β1IC50(M) β2IC50(M) 

β2-Adrenoceptor 

Selectivity  

(IC50 for β1 / IC50 for β2) 

Levalbuterol 吸入 7.40E-06 1.40E-06 5.3 

Albuterol 吸入 9.40E-06 1.60E-06 5.9 

Terbutaline 
吸入 

皮下注 
6.00E-05 6.50E-06 9.2 

MN-221 静注 5.90E-06 1.40E-07 42.4  
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米国救急治療室での喘息急性発作 
治療フロー 

 

965,000 

935,000 

410,000 

525,000  

 

喘息の急性発作に
より救急治療室を
訪れる患者数 

年間1,900,000人 

救急治療室における
初期治療 ： 

多くの場合、待合室に
おいて標準治療を受
ける 

 

 救急治療室における 
二次的治療:  

すぐに反応の出ない患
者には、さらに標準治療
を続ける 

MN-221に 

大規模な市場機会 

 

1,900,000 
  

 入院:  

標準治療に反応のない
患者は入院 

 

コスト：患者一人当たり
～9,000米ドル 

初期治療に反応し 

帰宅する患者の数 

 

標準治療に最終的に
反応し帰宅する患者
の数 

 
出典:  Weber, Silverman et al, 

American Journal of Medicine, 2002, 

Volume 113; pp 371 
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MN-221 臨床治験結果(入院率削減) 

0% 

10% 

20% 

30% 

40% 

50% 

Placebo + SOC MN-221 + SOC 

入院率:  

CL-006臨床試験 (MN-221併用グループ) 

入院率削減45% 

25% 

30% 

35% 

40% 

45% 

50% 

Placebo MN-221 

入院率: 

CL-007臨床試験 (実稼働施設) 

入院率削減 17% 

プラセボ+標準療法 MN-221+標準療法 

46％ 

38% 

46％ 

25％ 

プラセボ+標準療法 MN-221+標準療法 
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腫瘍への血流は新しく形成され
た腫瘍内の血管と、その周辺の
正常な細胞組織の血管から供給
されます。 MN-029 は、腫瘍内の
血管網にある増殖中の内皮細胞
のチュブリンに結合することによ
りバックボーンを破壊します。 

 内皮細胞の形状の変化により、赤血

球を運ぶために必要な細胞間の強
固な結合が損なわれます。 その結果、
腫瘍血管が破壊され、中心部の壊死
が起こります。 

MN-029（チュブリン破壊剤）の作用機序 

←チュブリンに結合し、チュブリン構造を破壊 

←新生血管内皮細胞は繊維化し機能消失 
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1.新たな特許を取得 

 細胞増殖性疾患治療を対象として、デニブリン二塩酸塩（MN-029-2HCL）
に関する特許を取得（デニブリン二塩酸塩による固形癌などの細胞増殖
性疾患の治療適応も特許の対象に含む） 

 特許期間は少なくとも2032年7月までカバーと大幅に延長 

 

2. 臨床治験の可能性拡大 

特許期間延長により、固形癌を適応とする臨床開発の可能性が
拡大 

 フェーズ2より臨床治験開始が可能 

MN-029の現状および次のステップ 
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切迫早産治療薬 

として導入 

気管支喘息治療薬 

として導入 

多発性硬化症治療薬 

として導入 

当社の強み①：                             
re-purposing/re-positioning 

MN-166 

気管支喘息治療薬＆脳梗塞
後後遺症の治療薬として1989
年に上市（日本） 

MN-001 

「ロイコトリエン拮抗ほか、PDE阻
害など多彩なMOAを併せ持つ
喘息薬として開発 

MN-221 

次世代の切迫早産治療薬（ウ
テメリン）を目指し、開発 

進行型多発性硬化症治療薬 

ALS治療薬 

依存症治療薬 

神経因性疼痛治療薬 

非アルコール性脂肪性肝炎治療薬 

肺線維症治療薬 

間質性膀胱炎治療薬 

気管支喘息急性発作治療薬 

オリジネーター 導入時点 メディシノバによる新たな適用 
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MN-166 

神経系疾患治療薬 

当社の強み②： diversified portfolio 

進行型MS ALS 

MN-001 

線維症疾患治療薬 

IPF 
特発性肺線維症 

NASH 

神経変性疾患 

オーファン 

難病 

依存症 神経因性疼痛 間質性膀胱炎 

MN-221 

喘息急性発作治療薬 

MN-029 

悪性腫瘍治療薬 

アンメット・メディカル・ニーズ 


